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1．　 「教員 需給 の 将来展望 と教 員養 成」

　部 会設定 の 趣 旨

　児童 ・生徒の 減少 と ともに ， 教員に 対

す る需要は ， 今後か な り 長期 に わ た っ

て ，大幅に 減少 し て い くこ とが予想 され

て い る 。 こ うした事態を前に して ， 現在

国立の 教員養成学部 ， 教員養 成 大 学 で

は ， さ ま ざま な対応策を模索す る努力が

開始 され ， 尖施 に 移 されて い る と こ ろ も

あ る。 また教員養成 に 関係の あ る私立 大

学に お い て も， 国立 大学以上の 努力が は

らわれ て い る 。 「教員需給の 将来展望 と

教 員養成」特別部会は ， 全国に わ た る教

員養成関係大学 の こ の よ うな努力や 試み

を 整理 し ， 論議の 焦点を 明 らか に し よ う

とす るため に 設 定され た もの で あ る 。

　 報告者 と報告題 目は ，次の とお りで あ

る 。

（1＞ 「教員需要 の 将来展 望 とそ の 問題点」

　 名古屋大学　潮木守
一

  　 「国立 教員養成大学 の 対応策 と将来

　 構想」大阪教育大学　米川英樹

  　 「私立 大学に お け る対応 策 と将来構

　 想」 文 教大 学　仙崎　武

（4）　 「教員養成 関係機関の 動向 と底流」

　 名城大学 　橋爪貞雄

2． 教 員需 要 の 将来展 望 とそ の 問題 点

　 名古屋大学 の 潮木守
一氏 は ，

こ れか ら

の 10年間を前半期 （61年度か ら65年度）

と後半期 （66年度 か ら70年度 ）の 2 ブ ロ

ッ ク に 分け ， 同時に 65年度 ま で に 40人学

級 が 導入 され ， 後半期は 40人学級編成が

お こ なわ れ る とい う前提 に 立 っ て 分析 を

進め て い る 。

　潮木守
一

氏は 全国都道府県 ご とに 将来

の 教員需要状況を分析 し ， 三 つ の タ イ プ

に 分類 して い る 。 第
一の タ イプ は 今後10

年間に 需要が大き く伸 び る 県 で
， 北海

道 ， 青森 ， 秋 田 な どで ある 。 北海道は ，

前半期 1．89倍，後半期 1．　95倍 ， 青森は

2．　06倍 ， 1．　42倍，秋 田は ， 2．　50倍 ，
1．43

倍 とな る 。

　第二 の タ イ プ は ， 前半期 は 大き く伸び

る が ， 後半期は 逆に 大 き く後退す る県 で

ある 。 宮城 ， 山形 ， 福島， 新潟 ， 和歌山 ，

鳥取 ， 島根 ， 徳島 ， 佐 賀， 長 崎 ， 熊本 ，

大分，宮崎，鹿児島，沖縄が該当す る 。

　第三 の タ イ プは ， 前半期，後半期と も

に 教員需要が大 き く落ち 込む県で あ る 。

埼玉 ， 千葉 ， 東京 ， 神奈川 ， 富山 ， 石 川

岐阜 ， 静 岡 ， 愛知 ， 三 重 ， 滋賀 ， 京都 ，

大阪 ， 兵庫 ， 奈良 ， 岡山 ， 広島 ， 香川 ，

愛媛， 福岡が こ れ に 入 る 。

　 潮木守
一

氏は 數員需要状況を こ の よ う

に 推計 し ， それを 基 に 教員 養成 大学 ， 教

員養成学部の あ り方 に も言 及す る 。 厳 し

い 現 実 に 対 して ， 厳 し く対応す る必 要 の

ある こ とを 警告する 。

3．　 国 立教 員養成大 学の 対応策と将来構

　 想

　 大阪 教育大学の 米川英樹氏 は
， 昭和 55

年度か ら60年度 まで の 都道府県別 の 教 員

採用状況を 分析す る 。 い ま 大阪府に 限 っ

て それ を紹 介 す る と，大阪 府の 場合 50年

度に は 4，575 人 も小学校教員を採用 した

の に ， 60年度セこ は 171 人に 激減 した 。
こ

の た め 大阪教 育大 学 の 学生 の 合 格率 も低

下 す る 。 50年度大阪府教員採用試験の 合
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格率は 100 ％で あ っ た の に 対 して ， 60年

度 は ，
24，5％に 落ち 込ん だ とい う。

　 こ の た め 大阪教育大学で は 就職指導に

力を入れ ， 教員以外の 就職に も進出で き

る よ う配慮 し て い る 。 60年度 は と くに 情

報処理関係の 求人が多か っ た 。

　 だ が一般企 業の 会社訪問の時期 と教育

実習 の 期間がぶ つ か り，

一
般企業 へ の進

出も， 思 うに ま か せ ない 状況に あ るこ と

を指摘す る 。

　 また 小学校教員養成課程の 学生 を ， 中

学校 ， 高等学校 へ 進出させ るた め ， 複数

の 免許状の 取得で きる よ う便宜 を図 っ て

い るが ， 心理 学 ， 教育学 の 専修学生 は ，

複数教科の 免許状を取 る の は か な り難 し

い 状況に ある こ と も報告 して い る。

4．　 私立 大挙に おけ る対応策 と将来構想

　 文教大学の 仙崎武氏は ， 全 国 4 年制私

立 大学で 教員免許状 を出 して い る大 学54

校を 抽出し て ，
ア ン ケ ー ト調査を した 結

果を 報告 した 。

　 そ れに よ る と教員採用に 関す る問題へ

の 対応策 。将来構想に 対 して は ， （1＞具体

的に 持 っ て い な い （14．0 ％），   対応策

は あ るが ，将来構想は な い （42．8％）， （3）

対応策は な い が ， 将来構想は ある （42．　8

％） とな っ て お り， 無回答 も含め る と，

25％の 大学が ， 対応策も将来構想 も持っ

て い ない こ とを 明 らか に して い る 。

　対応策か 将来構想を持 っ て い る大学に

つ い て ， 対応策 ・将来構想を どこ で 検討

して い るか を調ぺ て み る と， 教職関係学

科 ， 教職課程が検討 し て い る に す ぎず ，

理 事 会な どの 経営者 レ ベ ル が 検討 し て い

る大学は ，
1校 もない こ とを 明 らか に し

て い る 。

　 ま た 教職関係 学科 ， 教 職課程 で 検討さ

れ て い る対応策 ， 将来構想を み る と， 充

実強化の 方 向で 検討（93．3％），当該部署

で 検討中 （53．3％）， 教職志望の 学生チ

ェ ッ ク　（40．0％）， 教職以外の 進路指導

（26．　7％）， 縮小 ・廃止の 方 向で 検討（3．3

％）な どとな っ て い る 。

5．　 教 員養成関係機関の 動向 と底 流

　名城大学の 橋爪 貞雄氏は
， 教員需給の

問題に 関 して やや 楽観的な推測 を して い

る 。 橋爪貞雄氏 に よ る と今後 7年 間に教

員 （小学校 ・
中学校）の 自然減少 7 万 人 ，

40人学級に よ る定員増 5 万 人 ， 差 し引き

2 万人の 減少 。 しか し退職補充の た め新

規に 18万 人が 必要 とな り，結論 とし て 今

後 7 年間 に 16万人の 新規需要 が 生 ま れ る

とい う。

　 これ は年平 均約 2 万 3 千人の 教員需要

がある と い うこ とで あ り， 国立 大学 の 教

員供給能力 は ，
こ の 教員需要 に お い つ か

ない 。 59年度で み る と供給率は ，63％に

しか みた な い
。 だ が これを小学校だけ で

み る と， 供給率は 94．8％ とな っ て お る。

しか し こ れ とて も供給が 需要を オ ーバ ー

し て は い ない
。

　 もち ろ ん全国 レ ベ ル で 需給 関係 を とら

えて い るた め ， 地域に よ っ て は 需給関係

が大 き く逆転 して い る とこ ろがあ るで あ

ろ うし ， 私大 の教員供給機能に つ い て は

考 慮 して い ない 数値で あ る 。 し か し教員
需要 問題 に つ い て は ， あ ま り悲観 す る必

要 は な い と， 橋爪 貞雄氏 は 報 告 し て い

る 。

　ま た 橋爪 貞雄氏は ， 教員需給の 問題に

関 して ， 国立大学協会や教育大学協会の

反応は 鈍 く， 最 も敏感に 対応 して い る の

は ， 大都市の 教員養成大学 で あ る と い

う。 そ して 教員養成 大学の い くつ か は ，

教 員の 需要減を契機に し て ， 目的大学的

性格か らの 脱皮を 試み て は い るが ， 現実

は ， か な り難しい 状況に ある と 指 摘 す
る 。

　教員需給 の ア ン バ ラ ソ ス の 問題は
， 教

員養成大学や学部に と っ て は きわ め て シ

リア ス な問題で ある ため ，特別部 会へ の

参加者 も多 く， 参加者の 間で 熱 の こ もっ

た 討論が続い た 。

　　　　　　　　　　　（木原 　孝博）
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